
 

 

 

 

 

 

 

ASAPでは、2012年に小学校のないコールタメイ村に小学校を、2014年に中学校を寄贈しました。 

村に小学校と中学校が建ったことで子ども達の就学率が大きく改善されました。 

それから3年後の今年（2017年）秋、めでたく初中学卒業生が誕生します。ところが高校が21

キロ先ととても遠方で、進学を諦める子ども達が少なくありません。 

カンボジアの国はポルポト政権下で起きた「知識人大虐殺」の影響で、現在でも教育を受けた大人が

非常に少なく、高等教育を受け、国を立て直していく者の育成が必須課題であります。 

ASAPが支援を始めた10年前は小学校不足が顕著でしたが、小学校就学率が向上するにつれて問題

となってきているのが中学校、高校の不足です。21キロ先に建つ高校では、近隣から生徒が集中する

為、生徒は1200人に膨れ上がっています。「村に小学校から高校を」というのは村人の長年の強い思

いでもあります。 

私たちは『高校を建てて寄贈しよう！』と決定致しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在村の子ども達が通っている21キロ先の高校の様子です。 

在校生は1200人。（周囲から集中する為）やっと体育の授業が行われるようになったそうですが、

音楽や美術の授業はまだお行われていません。（教えられる教師がいないのです） 

良くみると、校庭の隅に水が溜まっている穴が。スポーツ用の砂場だそうです…。そして学校裏に

広がる湿地帯は、実はグランド！！ 

ASAP の高校では絶対にこの様なことにはしません！！。 
 

既存高校の様子 

 


